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論 文 内 容 の 要 旨
以下 の 「学位論文内容要 旨」 は、
複 す るもので ある。
「学位論文」(以 下、本 論文)冒 頭 にある 「序文」 とか な りの程度重
1)本 論文の 目的
本論文 は、中世後期(部 分的には近世初期)に おいて、イタ リア商人が おこな った国際商業の あ りかた、
お よび彼 らが国家のなかで もった権 力のあ りかた を、具体 的かつ能動的 に理解 す ることを目的 とす る。
2)主 題の背景をなす歴史状況
イタ リア北部、中部 の都市国家の商人 は、 イタ リアは もちろん、 ヨー ロッパや地 中海の各地 にでかけ
て取引 をお こなった。 その活動は、めざまし く、とりわけ十字軍運動 と結合 したのを契機 に急成長 した。
ヴェネ ツィア、ジ ェノヴ ァのよ うな海港都市 の商人 は、十字軍国家 への人員、物資の補給 によって商業、
海運業 を発展 させ、地 中海商業 の覇権 をムス リム商人、 ビザ ンッ商 人か ら奪 い取 った。十字 軍運動 に
よって権威 の上昇 した教皇 は、十字軍 のための資金 を各地か ら徴収 したが、 その業務 を北 部、 中部 の都
市 の商人 に委託 した。 ローマか ら北西欧へ向 う街道 に沿 う トスカーナ、 ロンバ ルデ ィーアの内陸都市の
商人 は、教皇 の徴税人 としての立場 を利用 して、 フランス、 フラン ドル、イギ リス において商業特権 を
入手 した。 イタ リア商人 によ る商業 が発展 す るにっれて、 ヴェネ ッィア商船 がイ ギ リスに もでか け、
フィレンッェ商社が レヴァン トに も支店、代 理店 を開設す るような状 況が出現 した。 この ような活動 に
よ り、母国の経済 は もちろん、 イタ リア、地 中海、 ヨーロ ッパの経済 は、 おおきな影響 を うけ、 それ を
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一つの要因 として変化 していった。
商業 によって力 を蓄えた北部、中部の商 人は、母国の政治 に進 出 し、 その権力 を左右す るだ けの地位
を獲得 した。 さらに、商業 によって経済が繁栄 し、人 口が増加 した有力な都市国家 は、近 隣の都市国家
を支配 し、領域 国家 を形成 していった。 その商人たちは、各地 の経済のみな らず、イ タ リア北部、 中部
の政治や国家のあ りかたを、 おお き く規定 す る存在だったのである。北部 、中部 の都市の商 人が、 その
活動 を保護す る国家権 力によ り、経済活動 を促進す るこ とができた のに対 し、南部、 シチ リアの都市の
商人 は、王権 や領主権が賦課す る重税 な どによ り、経 済活動 を束縛 され、政治や国家のあ りかたを、お
お きく規定す る存在 にはなれ なかった。
イタ リアは、中世 を とお して政 治的に四分五裂 し、全体 の中心 となる国家や権力がなかった。経済的
に も均質で はな く、先進地帯 もあれば、後進地帯 もあった。 それ ぞれが異質 の、多数の社会 か ら構成 さ
れて お り、この多様 な社会 の複雑 な動向 こそ、イ タ リアの歴史 の特徴であ る。 中世の初 期には西欧圏(イ
タリア半島の北部、 中部)、 ビザ ンツ圏(南 部)、 イス ラーム圏(シ チ リア)に 分裂 していたが、 中期の
初頭 にフランスか らきたノルマ ン人たちが このビザ ンッ圏 とイスラーム圏 とを征服 し、U30年 にシチ リ
ア王 国を樹立 したのちは、イ タ リア王国(北 部、 中部)と 、 シチ リア王国(南 部、 シチ リア)と が、間
に教皇領 を はさんで対峙す る形勢 となった。以後、 この二つ の王国 は、政治的 にも経済的に も対照的な
展開 を とげ、 ここに 「二っのイ タリア」といわれ るように、対照的な 「北」と「南」が形成 されていった。
北部、中部 とは、本論文で は原則 として、イ タリア王国、教皇領(と りわけその北半)、 それに北部の
狭隆 な海岸地帯 か らなる本来の ヴェネッィア領、の三っか らなる地域、すなわちほぼ ローマ以北 の地域
をい う。イ タリア王国 は、周知の ように、962年 に(い わゆる)神 聖ローマ帝国が成立 した後 は、 ドイ ッ
王国 とともにそれを構成す る国家 とな り、 その国王には、伝統的 にこの帝 国の皇帝 とな る ドイツ国王が
選 出された。 ドイツ国王で あ りイタ リア国王で もあ る神聖 ローマ皇帝 と、教皇領 との関係 は、理念 にお
いて も現実 において も複雑かつ流動 的であ り、実際にはその時々の皇帝 と教皇 との力関係 に よって規定
された。いずれ にせ よ、教皇領(と りわけその北半)の 社会 は、中世末期 にいた るまで、 イタ リア王国
の社会 とほぼ同様 の展開 を とげた。 ヴ ェネッ ィアは、 イタ リア王 国の都市 ではない。812年 に(い わゆ
る)西 ローマ帝 国のカール大 帝 とビザ ンッ帝国の皇帝 とが締結 した アーヘ ン条約 によ り、 ビザ ンツ帝国
に帰属 したが、同帝国が弱化 す るに ともない、事実上独立 した都市国家 となった。ll世 紀 以降、 ア ドリ
ア海の覇権 を確立 しはじめ、13世 紀 には、第四回十字軍遠征 を契機 に旧ビザ ンツ帝国領土 を獲得 して、
ア ドリア海か ら東地 中海 にか けて一連 の領土か らな る植民地帝国 を樹 立 したが、14世 紀 以降 になる と、
半 島北部の内陸、すなわち神 聖 ローマ帝国(イ タ リア王国)の 領域 内部 に支配領域 を獲得 した。東西両
帝国か ら領 土を獲得 したわ けであ る。ヴェネ ツィアは、都市 国家が発展 した こと、 それが(北 部 の内陸
に)領 域 国家 を形成 した こ とにおいて、イ タ リア王国や教皇領の都 市国家 と共通の性格 を もった。
北部、中部 の商業が発展 した地域 では、都市が発展 して市民が権 力を行使す るようにな り、市民 と皇
帝(イ タリア国王)と が権力 をめ ぐって衝突 した。皇帝が ロンバルデ ィーア都市 同盟 に大敗 したの ち、
ll83年 に両者 が締結 したコンス タンツの和約 において、同盟都市の 自治権 が承認 され、 ここに事実上の
主権 を もっ都市国家 が成 立 した。 ちなみに、 この都市 同盟 には、 ヴェネッ ィア、教 皇領 都市 のボ ロー
ニャ も参加 していた。参加 しなかった北部、中部の多 くの都市 も、やがて都市国家 としての性格 をもつ
にいたった。そ こでは、帝権(王 権)が 空洞化 し、現実 に主権 を行使 したのは、皇帝(国 王)で はな く、
都市国家の市民たちだった。王権 が強化 してい くフランス王 国 とはちがい、 イタ リア王国では王権 は弱
化 してい くのであ る。一方、シチ リア王国で は、強力 な王権の支配 の もとで、都市国家 は誕生 しなかっ
た。 シチ リア王 国が、1282年 の 「シチ リアの晩祷」を契機 に、半島南部か らなる(い わゆ る)ナ ポ リ王
一209一
国 と、 シチ リァか らな る(い わゆ る)シ チリア王国 とに分裂 した のち にも、王権 を蚕食 して伸 張す る領
主権 の支配の もとで、 この事態は継続 した。 なお、サルデーニ ャは、 ジェノヴァ、 ピサ の植民地だった
が、14世 紀 以降次第 にアラゴンの植民地 となった。その都市 は、外国商人に よる経済支配の拠 点 とい う
性格 をもっていた。
北部、中部 の都市 は、多数 の人 口 と豊富 な資金 を もち、市民 を中核 とす る軍隊 によって周辺 の農村地
帯 を征服 したので、都市国家は、都市の市民 とそれに従属す る農村の住 民 とか ら構成 された。大都市 を
中心 とす る強力 な都市国家は、小都市 を中心 とす る都市国家 を従属 させ てい く。北部、中部 の大都市 に
お ける商人 の活動 は、それぞれの都市 に固有の条件 に対応 して、一律 ではな く、都市 ごとに特性 を もっ
ていた。 この特性が、 それぞれの都市 の経済構造 を左右 し、 この経済構造 が、都市の権 力構造 におけ る
商人の地位 を規定 する要因になった と思われ る。 そ こで の商人の地位 は、一律で はな く、都市 ごとに特
徴が あったのである。 とはいえ、権力構 造、そ こでの商人の地位 は、経済構造 のみによって排他 的に決
定 され るのではな く、都市を取 り巻 く政治状況 の ような、 その ほかの さまざまな具体的条件 に よって決
定 され る。
イ タリア王国の 内陸都市 フィ レンツェ と、王 国外部 にある海港都 市ヴェネッィア とを くらべ ると、両
市の商人 の活動 には差 異があるが、イ タリア商人 を中心 に して形成 された商業網 が広 く濃 くな るに した
がい、両市 の商人 は、 さらにほかの都市の商人 とも相互 に補 完 しなが ら、母国の枠組 みを超 えた国際的
な一つの商業世界 を形 成 してい く。 ちなみ に、 それぞれ の都市の商業 ない し経済全体 の動向は、統計史
料ない し連続す る統計史料の欠如や、経営史料が 開拓 されていてそれに もとつ く個別経 営の分析 に重点
がおかれ るようになった ことによ り、 その詳細 を把握す るのが困難 であ る。
一方、都市国家 フィレンツェおよび それが発展 した領域国家 と、 ヴェネ ッィァ とい う国家 とを くらべ
ると、都 市の制度機構 はもち ろん、権 力構造 にお ける商人 の地位 のあ りかた も、両国は決定的 にちが う。
イタ リアの都市国家の歴史 は、 とりわ け各 国の特性が明確 にな る中世後期以降 は、一般化 する ことが困
難 であ る。周知の ように、人 口 と面 積において、 中国 は多 く広 いが、 ヨー ロッパ は少 な く狭 い。 にもか
かわ らず、 中国で は全体 を包摂す る統一 国家が成立 し、 ヨーロ ッパで は成 立せ ず、多数 の国家が並立 し
た。 その ヨーロッパの国家 は、一般化す ることが 困難で ある。同様 の ことが、 フランス とイタ リア とに
ついていえる。中世 において、 フランスは、まが りな りにも一つの国家だ ったが、イタ リアは、北部、
中部 に限定 して さえ、多数:の国家 に分裂 していた。
その一般化 は困難だか ら、都市国家の権力構造、 そこにおけ る商人 の地位 を具体 的かつ動態的 に理解
す るためには、特定の国家 を取 り上 げ、 ほか と比較 してその特徴 を識別 した うえで、 その展開 を追跡 し
てみ ることが、一っの方法だ と思われ る。特定の国家を取 り上 げる とはい え、考察 をそ こで 自閉的に完
結 して しま うのではな く、 その特徴 をほか と対比す るこ とによ り、北部、中部 の国家の特性を考察 す る
のである。 フィレンツェを取 り上げたのは、内外の研 究が多 い こと、権 力構造 の変化が明確 なので問題
点を把握 しやすい こ とに よる。
3)本 論文の構成
本論文 は、三部か ら構成 されてい る。
第1部 「フィレンツェの毛織物工業」 は、 フィレンッ ェの代表的 な工業 であ る毛織物工業 について、
イギ リス羊毛の導入に よって フィレンッェ毛織 物の高級化が開始 された こと(第1章)、 イギ リス羊毛 を
フィレンツェに輸送 す るに は多大 の経費 が必要 だ とす るのは史料 の誤読 によ る謬説 で あるこ と(第2
章)、 ダマスクス市場 で フィ レンツェ毛織物 な どの 「ダンピング」が あった とするのは不当な史料操作 に
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よるもので承認 しがたい こと(第3章)、 を史料 を分析 して実証 した。 この ような作業 は、フィレンツェ
毛織物工業の実態を認識す る うえで必要 だ と思 われ る。同工業 は、14世 紀以降になる と、イ ギリスか ら
レヴァン トにまで広 が る商業網 を前提 にして成立 して いた。 フィレンッェ商人の活動、 および それを補
完 す るイ タ リア海港都市 の商人の活動に よって成立 し、海 外の原料市場、製品市場の動向 と密接 な関係
を もって いたのであ る。
なお、第1章 は、イギ リス羊毛の導入に よるフィレンッェ毛織物 の高級化 は年代記 に記 されていたが、
その具体的な様相 は不 明のままで あったのを、織元の元帳(未 刊行)の 分析 に よって解明 した。第2章
は、かっての定説 はイギ リス羊毛 の フィレンッェまでの輸送経費 を多額な もの としたが、その際使用 さ
れた史料 を再 検討 してその誤謬、す なわち経費はは るか に少額であ ることを指摘 し、「輸送 明細書」史料
(未刊行)の 分析 によって この指摘 が正 当で あるこ とを確認 した。第3章 は、 ダマス クス市場 における
フィレンツェ毛織物 の価格 をめ ぐって論争が あ るが、史料(未 刊行、刊行)を 再検討 して えた筆者 によ
る新 しい第三の見解 を提示 した。付論 は、 ヴェネ ツィアの貨幣体系の展 開を理論的 に理解 した。上記の
各章でお こなった ように、各種の貨幣が登場す る経営史料 を分析 する とき、そのデー タを正当に把握す
るためには、それぞれ の貨幣 とその相互 関係 とを正確 に理解 して お く必要があ る。 とりわ け複雑 なヴェ
ネツィアの体 系を理解すれ ぼ、ほかの貨 幣体系 は、その応用 問題 として理解 で きる と思われ る。 ちなみ
に、以前のわが国の簿記発達史研究 では、実体貨幣(フ ィオ リー ノ)と 計算貨幣(ア ・フィオ リー二)
を混 同 した著作 す らあった。
毛織 物工業 は、 フィレンツェ経済 の基盤の一っであ り、多数の人 口に生活手段 を提供 す る一方で、商
人 ・織元 と職 人 ・労働者 との利害 の対立 を内包 していた。毛織物工業 アルテ(同 職組合)の 商人 ・織元
が、 フィレンツェの権力構造 において重要 な地位 をしめ る一方で、多数 か らなるその職 人 ・労働者 は、
抑圧 された状況へ の不満か ら政治 問題 を引き起 こす こ とが あった。 とはいえ、 同工業 内部の生産 関係 に
つ いて、 ここでは考察 していない。 それ についてはすでに、 ドー レンが毛織物工業 アルテの規約 に もと
つ いて詳細 に研究 し、わが国で も藤 田敬三、森田鉄 郎、星野秀利が分析 してお り、本論文では これ らの
先行研 究に依拠 して第3部 第2章 で簡単 に考察 してい る。
第2部 「イタ リア商人 と地 中海商業」 は、イ タリア商人 を中心 に形成 された地中海商業 につ いて、 そ
れが時代 とともに展開 してい くあ りさま(第1章)、 取 引され る商品の性格 と各地 に存在 す る市場 の性格
(第2章)、 定着商業の存 立の前提 となる商業通信 のあ りかた(第3章)、 オスマ ン ・トル コの地 中海進
出 によるヴェネ ツィアの食糧危機(第4章)、 を考察 した。付論で は、 シャイ ロック(シ ェー クス ピァ
『ヴェニスの商人』 に登場 す るユ ダヤ人)の 時代、 すなわ ち16世 紀末期 のユ ダヤ商人の活躍 につ いて考
察 した。
フィレンツェ毛織 物工業 は、第1部 でみた ように、国際商業、すなわち地中海商 業お よびそれ と結合
した ヨーロ ッパ商業 を前提 に成立 していた。イ タリアのみ な らず、地 中海各地の社 会の動 向を理解す る
ためには、 それ と密接 に関係 した国際商業、 とりわけ地 中海商業 の動 向を理解す ることが必要で ある。
しか し、その研究 は、わが国では進展 していなかった。第2部 で は、それを概観 し、その幾つか の重要
な局面 につ いて は、史料 を分析 して実態 を把握 した。
第1章 は、近年の(ブ ローデル以後の もの も多い)欧 米 の研 究成果 を整理 して、イ タリア商人 のお こ
な う国際商業、 とりわ け地 中海商業の歴史的展 開を概観 した。市場 の範 囲にせ よ、商 品の種類 にせ よ、
時代 とともにおおき く変化 したので ある。第2章 は、 わが国 にお ける従来 の地中海 商業 のイメー ジは、




される商品も、地中海内部で生産 される商品 もあったのである。第3章 は、中世後期の国際商業におけ
る商業通信の実態について、史料(未 刊行)を 分析 して解明した。商人は各地市場からくる情報を分析
して、そこにいる代理人に指示 して取引をおこなってもらい、両者の賃借関係は、文書交換 と帳簿記入
によって把握 されたのである。第4章 は、ヴェネツィアでは、 トル コの地中海進出によって海外の食糧
基地に依存する従来の食糧補給体制が危機に陥った様相にっいて、史料(未 刊行)を 分析 して考察 した。
ちなみに、16世紀にはレヴァント商業 自体はまだ衰退 しないが、ヴェネツィアの商人貴族が地主貴族に
移行 しはじめる。海外小麦の補給の困難が1540年 代の貴族の農業投資ブームを招来 し、その延長線上に
上記の移行が実現するという展望を提示 した。付論は、各地に離散 したイベ リア系ユダヤ人が従来のイ
タリア商業の危機を契機に地中海商業に進出 し、ヴェネツィアやフィレンツェは母国商業振興のために
彼 らを利用 しなければならな くなったことにっいて、先行研究を整理 し、かつ一部に史料(未 刊行)を
利用 して展望 した。
第3部 「イタ リア都市の権力構造」 は、イ タ リア北部、 中部 の都市国家の展 開につ いて、都市国家の
一般的展 開 とフ そレンッェが領域 国家 にな りその共和政が君主政 に移行す る過程(第1章)
、都市貴族 の
支配体制 が確立 したヴェネ ッィア とそれが崩壊 した フィレンツェ との異同(第2章)、 平民の支配体 制が
崩壊 したボローニャ とそれが確立 したフィレンッェとの異 同(第3章)、 共和国であ りなが らメデ ィチ家
の支配が成立 したフィレンッェ国家 の権 力構造 の実態(第4章)、 を考察 した。付論では、フィレンツェ
共和国を土台に して出現 した トスカーナ大公国の領域構造 を考察 した。
中世 イ タリアの都市国家の研究 は、欧米で さえも、対象 を特定の国家に限定 す るものが主流 であ り、
相 互を比較 して その異同を本格 的に検討す るものは主流で はなか った。 フィレンッェ史 はフィレンッェ
史 として、ヴェネ ツィア史は ヴェネツィア史 として、多少 とも閉鎖的 にお こなわれて きたのであ る。 し
か し、 この両市 ともに代表 的な商業都市国家であ るに もかか わ らず、それぞれ の権力構造に は明確 な差
異があ るのに、 これで は、特定 の国家が どうして固有 の権力構造 を もつ こ とになったのか、 とい う問題
は検討 で きない。 また、平 民支配体制が確 立 した フィ レンッェは、やがてメディチ派 およびメディチ家
の支配 す る共和国 とな り、さ らにはメデ ィチ家 の支配 する君主国 とな るように、 その権力構造 もおおき
く変化 す る。 この変化の問題 につ いて も、政 治事件 を羅列 したよ うなもの をのぞけば、国家の支配領域
や社会構造 の変化 との関連 において、 その過程全体 を考察 した研 究 もほ とん どなか った。 これでは、権
力構造 を動態的 に把握す ることはで きない。 ここで は、 この問題 について、いわぼ個 々 に無秩序 に生 み
出 された従来 の研究成果 を筆者 の関心 にも とつ いて整理 し、 その展開の様相 を検討 した。
第1章 は、 まず北部、中部 の都市国家の政体 の一般 的な展開過程 を概観 し、次 いで貴族支配体制、平
民支配体制、 シニ ョリー ア(共 和制 の枠 内での一人支配)な い し君主支配体制 とい うよ うに、それ ぞれ
の都 市国家 の政体が個性化 す る14世 紀以降にっいては、政体の継続的な変化が顕著で ある一方、社会の
諸局面 に関す る研究成 果の豊富 なフィレンッェにっ いて、平民支配体制 か ら君主政 まで政体 の展開過程
を概観 した。第2、3章 は、平民 の組織 であ るアルテ と都市国家の政 治権 力 との関係 について、 ヴェネ
ツィア、 フィ レンツェ、ボローニ ャのそれぞれ の研究史 を追跡 し、三市 の権力構造の差異を比較史的 な
視 点か ら分析 した。た とえぼ、 同じ く毛織物工業 アル テの組合員で あるとはいえ、 この三市 の権力構造
においては、 それ ぞれが まった く異 なる地位 を しめるので ある。第4章 は、 フィレンツェでは15世 紀 に
な ると、 メディチ派の、 さらにはメデ ィチ家 の支配体制が出現す るが、 この権力集中を もた らした諸要
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因について検討 した。付論は、欧米でも本格的な研究が開始されて間もない トスカーナ大公国につい
て、同国は支配構造の異なる諸地域を大公の人格において統合 したものであ り、その中核 となるフィレ
ンツェ国家でも均質な地方行政を実現するのは困難であったことを考察 した。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
序文 では、本論 文の主題が まず提示 され、 それ に関連 して地 中海商業の展 開並 びに中世後期 イ タリア
都市、特 に北部 ・中部 の都市の歴史的展 開の全体像が概 観 され る。 その上で、論文 の構成が簡 潔に提示
されている。
本論文の主題 は、中世後期イ タ リアの都市 国家、主 としてヴェネ ッィアとフィレンッェの商業活動 の
実態 を把握す ること、 そ して これ らの都市国家 にボ ローニ ャを加 えて三都市 国家 の政治支配構造 を規定
す る社会構造 を比較 史的に解明す ることにあ る。 この主題 に対応 する本論文の構成 は、第1部 「フィレ
ンツの毛織物業」、第2部 「イ タ リア商人 と地 中海商業」、第3部 「イ タ リア都市 の権力構造」の三部か
らなる。主題 の解 明は、第2部 、第3部 に照応す るが、第1部 はフィレンッ ェの毛織物工業に携 わった
商人が残 した帳簿 や商業実務、会計資料 といった経営史料 の分析 を行 うことで、 また ヴェネ ツィアで使
用 されて いた通貨(銀 貨 ・金貨)の 計算単位 としての実 態を解明す るこ とで、 同時代史 に沈潜 す る論者
が地 中海商業研究 の実証 的基礎 を固めてい る。 そ して第2部 で は、 フィレンッェ国立史料館 、並 びに図
書館所蔵の原史料(リ オ ー二商社 の経営記録)を 分析 す ることで、 フィレンッェ とヴェネ ツィアの商人
達 を担 い手 とす る地 中海商業の実態が実証的 に解明 されている。
第3部 で は、内外 の研究史上、 これ まで個別都市国家史研究 に閉塞 して きたイタ リア都市国家史研究
に対 して論者 は、 フィレンッェ、 ヴェネッィア、イ タリアの三都市の権力構造 を規定す る要因を、都市
民が構成す るアルテ(同 職組合)を 多元的 な社会構造全体 の中に位置づ けることで、比較 史的に解明 し
ている。本 論文 はその優れて実証 的な性格 とともに、三都市権力の比較 史的研究 を行 ってお り、 この試
みは内外の研 究史 に対 して新機軸 を打 ち出 してい るもの と評価 され る。
以下各部章毎の研究成果 を要約す る。
まず第1部 第1章 「フィレンツェの織元 リヌッチの帳簿」で は、 フィレンツェ毛織物 工業 が14世 紀 に
なる と原料市場 であ るイ ギ リスか ら長毛羊毛 を輸 入 し、 これ を加工 して製 品市場で あるレヴァン トへ と
輸 出を行 うこ とで、地 中海 を越 えた世界貿易 を展開 していた ことが解明 され る。特 に長毛羊毛 の輸入 に
よって フィレンツェ毛織物 工業 の高級化 が達成 されて いた こ とが、織 元 リヌッチ家 の経 営帳簿分析 に
よって明 らかに されている。
第2章 「イギ リス羊毛 のフィレンッ ェへの輸送」では、 イギ リス産 羊毛 の フィレンッェへの輸送 コス
トに関す る研 究史上 の謬見 を、『商業 実務』や 『商社元帳』の精査 によって、批判再 検討 し直 し、すで に
遠隔地間 において も原料 の低廉 な輸送 が可能 となっていた ことを明 らかに している。
第3章 「ダマスクス市場の フィレンツェ毛織物 」では、製品市場の中心で あるダマス クス市場 にお け
るフィレンツェ毛織物 の価 格動 向(ザ ーネ文書や ダテ ィー二文書)に 関す る対立す る研究史 上の見解
(星野秀利説=ダ マスカス銀貨 デ ィルハ ム使用、「ダンピング」無 し対 アシ ュ トール説=ヴ ェネッ ィァ金
貨 ドゥカー ト使用 、「ダンピング」有 り)を 、基礎 史料を再検討 し直す こ とで、両文書記載の使用通貨単
位 は、 ドゥカー トしか し 「ダンピング」 はなか った と結論づ けてい る。
付論 「ヴェネツィアの貨幣体 系」 では、貴金属の輸 出入 とは別 に、商品交換 を媒介す るもの として地
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中海商業において流通 したヴェネツィアの貨幣単位(計 算貨幣と実態貨幣)の 実像(デ ナロ銀貨、グロッ












第3章 「定着商業 と商業通信」では、地中海商業が中世後期には、隊商のような移動商業ではな く、















会構造を論者は比較 している。その際、比較の座標軸はアルテ(同 職組合)が 都市社会の多元的な組織
体制の中で占めた位置に置かれている。内外の研究史は、個別都市国家に閉塞 してきた点で、論者の比
較都市史的試みは画期的なものである。




ア制の構造である。フィレンツェでは、メディチ家がアルテ(同 職組合)の 共和主義的性格 とその強固
な社会組織 を巧みに利用 しなが ら、支配権を確立 してい くことが解明されている。なおここではヴェネ
ツィア、フィレンツェ、ボローニャの三都市を比較 してい く基準が示 されている。その基準 とは、アル
テを社会の基礎組織(教 区 ・旗組 ・兄弟団 ・スクオーラ)全 体の中にどう位置づけるのか、 これである。
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第2章 「ヴェネ ツィァ とフィレンッェ」では、庶民(ポ ー ポロ)上 層 が都市貴族 の大評議会 に吸収 さ
れていったた めに、アル テが抑 圧 され、む しろ権 力か ら排除 された市民を支配す る手段 としてアルテ(同
職組合)が 機能 していたヴェネッィアの事例 が フィレンツェ との比較 で考察 されてい る。
第3章 「ボローニ ャ とフィ レンッェ」で は、都市貴族支配が早期 に解体 され、 ポーポ ロに よるコムー
ネ(自 治都市)支 配が成立 したボローニ ャにおいて、 その庶民権 力支配 を可能 に していた二 つの社会組
織 が緻密 に分析 されてい る。一っ は、 フィレンツェ との比較の基 準に選 ぼれ たアルテ(同 職組合〉 とも
う一つ は庶民の武装組織 としての アルメであ る。 この二っの組織 が、都市貴族や豪族 とい うポーポロ共
通 の敵繊滅の場合 には、相互協力的 に作用 し、ポーポロによる都市権 力支配 を可能 とさせ た。 しか し、
論者 は権力掌握後 のボローニャの支配構 造、その展開 を研究史上は じめて問題 に してい る。 それ に よれ
ば、庶民 内部の利害 対立が生 み出 されて ゆき、最終的 に二つの社 会組織 の問 に亀裂が生 じ、 ポーポロの
「平等主義的」 な社 会組織 を もったボローニ ャでは、庶民 内部の亀裂を調整す るシニ ョリーア制が成立
した とい う。 これに対 して フィレンツェでは、 「寡頭制的な」共和制 が長期 に存続す る とされている。
第4章 「フィレンツ ェ共和国 とメデ ィチ家」 では、特 に14世 紀の フィレンッェの共和主義 的な権力構
造 と16世 紀の フィレンッェのメデ ィチ家 による君主制 的な権力構造 との中間 にある15世 紀、 その時代 に
おいて はまだシニ ョー レの称号 を持たなかったメディチ家が どの ように してフィレンッェを支配 したの
かが解明 されてい る。 この時期 は、都市領域 を越 えて フィレンッェが農村領域だ けで な く、他 の コムー
ネ を従属 させ た トスカーナ全域のかな りの部分 を取 り込んでいった こと、 また 同時に人 口増加 と相 まっ
て相次 ぐ都市間抗争 の過程で増大す る財政 負担 の転嫁(諸 税や公債)の 実態が解明 され ることで、貧富
の差が拡大 した こ と。に もかかわ らず、独 自の武装組織 を持たず、傭兵 に頼 った フィレンツェの権力構
造 の中で は、メデ ィチ家 は上層市民の同意を取 り付 けっつ、表面 的には共和制の制度機構 を維持 しなが
ら実効的 な支配力を行使 した ことが明 らか にされてい る。
付論 「トスカーナ大公国 の領域構造」 では、16世 紀末 に成立す る トスカーナ大公 国の領域支配構造が
展望 されてい る。神聖 ロー マ帝国の枠組 みの中で、教皇権 を巧みに利用 しつつ領域 国家 として展開 して
いった フィレンツェ国家 の歴史的性格 が問われている。論者 は性 急な結論 を出さず に、研究史上 の問題
点 と今 後の研究課題 を提示す るこ とで本論文 を結 んで いる。
以上か ら、本論文 は内外 の研 究史 に対 してイタ リア商業史 に関す る多 くの実証的な史実 を提示す ると
ともに、 中世 比較都市史研究 とい う独創 的な新機軸 を打 ち出 してい る。 よって本論文 の提 出者 は、博士
(文学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有 するもの と認定 され る。
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